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びわ湖での日の出

本
年
も
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い
環
境
に
も

対
応
で
き
る
人
材
の
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、

『
明
る
く
前
向
き
に
』
、
『
基
本
・
基
礎
』

を
要
望
事
項
と
し
て
部
隊
で
真
に
役
立
つ
隊

員
の
育
成
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
今
年
一
年
、
皆
様
方
が
ご
健
勝
で
幸
多

か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
諸
官
並
び
に
ご

家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
「
か
け
は
し
」
愛
読

者
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ご
家
族
そ
し
て
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平

素
よ
り
中
部
方
面
混
成
団
に
対
し
、
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
三
月
に
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
部
を

襲
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
未
曾
有
の
大
惨
事

と
な
り
、
日
本
に
と
っ
て
試
練
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
震
災
津
波
被
害
へ
の
対
処
に
つ
い

て
、
自
衛
隊
へ
の
期
待
は
確
固
た
る
も
の
と

な
り
、
自
衛
隊
も
そ
の
期
待
に
十
分
応
え
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
更
に
は
、
周
辺
諸
国
へ

の
対
応
や
国
際
貢
献
な
ど
、
自
衛
隊
に
期
待

さ
れ
る
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
く
、

か
つ
多
様
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

我
が
中
部
方
面
混
成
団
は
、
陸
曹
・
陸
士

の
教
育
担
任
部
隊
並
び
に
即
応
予
備
自
衛
官

や
予
備
自
衛
官
補
等
の
「
人
」
を
育
て
る
部

隊
で
あ
り
、
こ
れ
ら
国
民
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
資
質
・
技
能
を
有
す
る
隊
員
の
育
成
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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進
ん
で
い
る
今
に
お
い
て
も
ひ
と
た
ま
り
も

な
い
無
惨
な
状
況
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
世
界
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
お
い
て
、

い
か
な
る
天
災
と
災
害
（
侵
略
）
が
起
こ
り

得
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
に
お

い
て
、
自
衛
隊
の
力
が
な
け
れ
ば
日
本
を
守

る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。
中
部
方
面
混

成
団
の
教
育
隊
で
、
次
な
る
さ
ら
な
る
自
衛

隊
を
担
っ
て
い
た
だ
く
若
い
隊
員
が
育
っ
て

い
た
だ
き
、
明
日
の
自
衛
隊
、
日
本
を
守
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
の
皆
様
、

友
の
会
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
き
年
で

あ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
皆
様
、
並
び
に
友
の

会
の
皆
様
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
友
の
会
に
対
し
て
絶
大
な
る
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
も
友
の
会
の
皆
々
様
、
中
部
方
面
混
成
団

を
会
一
丸
と
な
っ
て
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
ら
れ
、

自
衛
隊
が
総
力
で
取
り
組
ま
れ
、
最
大
な
る

力
、
心
強
い
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。
千
年
に
一
度
と
は
い
う
も
の
の

自
然
の
力
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
も

の
は
、
こ
れ
だ
け
近
代
的
な
科
学
や
技
術
が
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佐
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邦

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
安
ら
か
に
し
て
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
な
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
四
月
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
第
四
陸
曹
教
育
隊
隊
長
に
上
番
し
、
教
育
基
幹
隊

員
の
熱
い
情
熱
と
学
生
の
一
生
懸
命
の
姿
勢
に
、
久
し
く
忘
れ
て
い
た
教
育
心
が
再
び
燃
え
上
が

り
ま
し
た
。
第
四
陸
曹
教
育
隊
は
、
中
部
方
面
隊
唯
一
に
し
て
最
上
の
陸
曹
教
育
を
実
践
し
、
情

報
を
発
信
す
る
部
隊
で
す
。
教
育
は
、
決
し
て
一
方
的
な
も
の
で
は
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
教

育
基
幹
隊
員
に
は
、
今
ま
で
自
衛
隊
生
活
で
得
た
経
験
・
知
識
・
技
能
を
確
実
に
伝
承
し
、
自
ら

の
後
継
者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
学
生
の
起
居
行
動
を
通
じ
て
、
又
は
自
学
研
鑽
を
通

し
て
学
ぶ
心
『
共
に
学
ぶ
』
精
神
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
教
え
る
者
と
学
ぶ
者
が

一
体
と
な
り
、
東
日
本
大
震
災
で
も
活
躍
し
た
「
日
本
の
陸
曹
」
を
創
り
上
げ
た
い
と
願
う
と
こ

ろ
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
旧
年
と
変
わ
り
ま
せ
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
及
び
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
約
四
百
名
の
一
般
陸
曹
候
補
生
前
期
課
程
を
担
任
し
、
新
隊
員
教
育
の
奥
深
さ
を
痛

感
す
る
と
と
も
に
、
教
育
訓
練
及
び
競
技
会
を
通
じ
て
、
第
一
一
○
教
育
大
隊
の
素
晴
ら
し
さ
、

底
力
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る
事
が
で
き
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
皆
様
の
期
待
を
一
心
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
そ
の
底
力
を
持
っ
て
、
教
育
部
隊
と
し
て
更

な
る
質
的
向
上
を
図
り
、
着
実
な
積
み
上
げ
に
よ
り
将
来
の
陸
上
自
衛
隊
を
支
え
る
貴
重
な
戦
力

た
る
後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
、
大
隊
一
丸
で
全
身
全
霊
を
傾
け
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
何
卒
、
昨
年
同
様
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
皆
様
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
大
隊
も
私
以
下
全
員
が
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ン

ジ
の
よ
う
な
瑞
々
し
い
心
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
第
一
〇
九
教
育
大
隊
は
、
こ
れ
か
ら
の
陸
上
自
衛
隊
を
担
う
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
（
前

期
）
、
自
衛
官
候
補
生
課
程
、
予
備
自
衛
官
補
、
予
備
自
衛
官
の
教
育
訓
練
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
大
隊
は
、
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
心
折
れ
る
事
無
く
、
常
に
希
望
を
持
ち
、
知
恵
を
出
し
、

そ
し
て
助
け
合
っ
て
行
動
す
る
、
そ
の
よ
う
な
「
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
隊
員
と
な
る
礎
を
築

く
事
が
出
来
る
様
に
、
「
明
る
く
・
元
気
に
・
前
向
き
に
」
を
合
言
葉
に
教
育
訓
練
に
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。
何
卒
、
本
年
も
宜
し
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
八
月
一
日
に
着
任
し
て
以
来
、
連
隊
と
し
ま
し
て
は
、
四
回
の
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓

練
、
三
回
の
連
隊
野
営
等
を
行
い
、
部
隊
練
度
の
累
積
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
競
技
会
に
よ
り
、

隊
員
の
戦
技
能
力
の
向
上
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
は
、
引
き
続
き
基
本
基
礎
を
重
視

し
つ
つ
、
創
意
あ
る
訓
練
に
よ
り
、
更
な
る
訓
練
練
度
の
向
上
を
図
る
べ
く
各
種
施
策
等
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
連
隊
は
、
中
部
方
面
混
成
団
唯
一
の
普
通
科
連
隊
と
し
て
、
「
即
応
予
備
自
衛
官
」
と

「
常
備
自
衛
官
」
が
共
に
練
磨
し
つ
つ
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
で
き
、
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ

る
「
粘
り
強
い
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
」
の
練
成
に
精
進
致
し
ま
す
の
で
、
益
々
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



大
津
駐
屯
地
（
司
令

古
河
克
樹
一
佐
）
は

十
一
月
六
日
、
び
わ
湖
の
環
境
保
全
推
進
や
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
応
援
す
る
滋
賀
県
下

全
域
の
各
地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
抱

き
し
め
て
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」
に
協
力
し
、
駐
屯

地
を
一
般
開
放
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
あ
っ
た
が
、
グ

ラ
ン
ド
に
一
般
参
加
者
と
現
在
第
四
陸
曹
教
育

隊
に
入
校
中
の
学
生
合
わ
せ
て
約
六
〇
〇
名
で

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
」
の
人
文
字
を
作
成
し

大
津
駐
屯
地
か
ら
東
北
の
被
災
地
へ
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
参
加
者
は
、
「
被
災
地
に
少
し
で
も

元
気
が
届
け
ば
嬉
し
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

当
日
は
開
放
に
併
せ
て
東
日
本
大
震
災
で
も

活
躍
し
た
、
自
衛
隊
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
写

真
パ
ネ
ル
や
人
命
救
助
器
材
の
展
示
も
行
わ
れ
、

一
般
参
加
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。
な
お
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
滋
賀
県
内
全
域
で
約
十
六

万
人
が
参
加
し
た
。

か け は し

大
津
駐
屯
地
は
、
十
月
九
日
、
大
津
祭
曳
山

連
盟
の
依
頼
を
受
け
、
大
津
祭
の
曳
山
巡
行
を

支
援
し
た
。

大
津
祭
は
湖
国
三
大
祭
の
一
つ
で
、
江
戸
時

代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
十
三
基
の
曳
山
を

一
日
中
か
け
て
市
内
を
巡
行
す
る
祭
で
あ
る
。

参
加
し
た
四
十
名
の
隊
員
は
、
約
十
五
万
人

の
見
物
客
が
見
守
る
中
、
二
基
の
曳
山
を
巡
行

し
、
大
盛
況
の
大
津
祭
を
市
民
と
共
に
楽
し
ん

だ
。
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災害派遣器材に見入る来場者

石橋山（しゃっきょうざん）の曳山

大
津
駐
屯
地
は
、
十
一
月
十
二
日
に
駐
屯
地

内
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
部
外
協
力
者
と
防

衛
モ
ニ
タ
ー
に
対
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭

乗
を
、
大
阪
府
八
尾
に
駐
屯
す
る
第
三
飛
行
隊

の
支
援
の
も
と
行
っ
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
飛
行
日
和
と
な
り
、
十
八

名
の
参
加
者
た
ち
は
、
事
前
説
明
を
受
け
た
後
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
前
で
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
し

て
搭
乗
前
の
一
時
を
楽
し
ん
だ
。

参
加
者
は
、
約
十
五
分
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
京

都
・
大
津
市
の
上
空
か
ら
の
景
観
を
堪
能
し
、

「
最
高
の
眺
め
だ
っ
た
」
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

速
度
に
驚
い
た
」
と
大
変
感
動
し
て
い
た
。

参加者１８名と第３飛行隊隊員で記念写真

上空からの「がんばろう！日本」の人文字

◆
大
津
駐
屯
地
で

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗

◆
被
災
地
へ
エ
ー
ル
を

「
抱
き
し
め
て
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」

大
津
駐
屯
地
一
般
開
放

西王母山（せいおうぼざん）の曳山

◆
大
津
祭
曳
山
巡
行
支
援



か け は し

◆
第
一
次
連
隊
野
営
訓
練
で

各
種
実
弾
射
撃
を
実
施

第
四
陸
曹
教
育
隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

有
浦
隆

一
佐
）
は
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日

の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
第
三
中
隊
及

び
衛
生
・
補
給
小
隊
の
練
度
判
定
を
行
っ
た
。

本
練
度
判
定
は
行
進
に
引
き
続
く
「
防
御
準

備
」
の
中
で
、
中
隊
長
・
小
隊
長
の
企
図
の
明

示
・
徹
底
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の

基
礎
動
作
を
主
体
に
そ
の
練
度
を
判
定
し
た
。

練
度
判
定
開
始
に
あ
た
り
連
隊
長
か
ら
「
基

本
・
基
礎
動
作
の
確
行
」
「
任
務
完
遂
の
気
概

を
持
て
」
「
安
全
管
理
」
の
三
点
を
要
望
さ
れ

た
。各

部
隊
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
年
間
三
十

日
の
限
ら
れ
た
訓
練
日
程
の
中
で
、
年
度
当
初

か
ら
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
訓
練
を
行
い
、
参

加
し
た
全
隊
員
が
統
裁
官
要
望
事
項
を
念
頭
に

真
摯
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
・
役
割

に
応
じ
て
積
極
的
に
行
動
し
た
結
果
所
望
の
練

度
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
事
が
で
き
た
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第１２号 平成２４年１月１日発行（４）

第
四
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長

鈴
木
精
治
一
佐)

は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
七
日
、
キ
ャ
ン

プ
富
士
諸
職
種
共
同
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

第
四
十
六
期
陸
曹
基
礎
英
語
課
程
学
生
の
現
地

訓
練
を
行
っ
た
。

本
訓
練
は
、
米
国
海
兵
隊
と
の
交
流
に
よ
る

軍
事
英
会
話
能
力
の
向
上
及
び
米
国
軍
人
の
生

活
環
境
等
の
知
識
を
深
め
る
た
め
、
毎
期
行
っ

て
い
る
。

訓
練
間
は
、
早
朝
（
〇
五
三
〇
）
か
ら
海
兵

隊
員
と
共
に
Ｐ
Ｔ
（
体
育
）
訓
練
で
汗
を
流
し
、

そ
の
後
は
「
下
士
官
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
に
つ
い
て
英
会
話
に
よ
る
討
議
を
行
っ
た

ほ
か
、
海
兵
隊
の
装
備
品
や
施
設
を
見
学
し
た
。

今
回
の
現
地
訓
練
で
学
生
は
、
自
己
の
英
会

話
能
力
に
自
信
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
米
共

同
訓
練
や
国
際
貢
献
活
動
に
必
要
な
知
識
を
修

得
し
、
所
望
の
成
果
を
得
た
。

◆
第
四
十
六
期

陸
曹
基
礎
英
語
課
程
現
地
訓
練海兵隊装備品説明

キャンプ富士諸職種共同訓練センターでの集合写真

適切な緊急処置を実施（衛生小隊） 命令下達（第３中隊）

陣地構築（補給小隊）

米国軍人の生活環境説明（キャンプ富士食堂）



か け は し

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊

（５）第１２号 平成２４年１月１日発行

中隊の名誉をかけての競技会

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

猪
股
倫
夫

二
佐
）
は
、
十
一
月
八
日
、
二
十
三
年
度
大
隊

業
務
・
装
備
改
善
展
示
会
を
行
っ
た
。

こ
の
展
示
会
は
、
混
成
団
が
行
う
業
務
・
装

備
改
善
展
示
会
前
に
、
日
頃
の
訓
練
・
教
育
・

業
務
に
携
わ
る
基
幹
隊
員
達
が
隊
務
運
営
の
効

率
化
や
、
改
善
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
毎
年

行
っ
て
い
る
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
各
中
隊
か
ら
出
品
さ

れ
た
作
品
三
十
二
点
の
中
か
ら
十
四
点
の
優
秀

作
品
を
表
彰
し
、
混
成
団
に
上
申
す
る
。

◆
二
十
三
年
度

大
隊
業
務
・
装
備
改
善
展
示
会

猪股大隊長への展示品の説明

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長

品
川
善
邦

二
佐
）
は
、
十
月
二
十
五
日
高
屋
射
場
に
お
い

て
、
大
隊
射
撃
競
技
会
を
「
基
幹
要
員
の
射
撃

練
度
向
上
、
士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を

図
る
」
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。

開
会
式
に
お
い
て
品
川
大
隊
長
は
、
競
技
会

に
向
け
隊
員
に
対
し
て
、
「
弾
先
に
願
い
を
込

め
、
中
隊
の
名
誉
を
か
け
て
戦
え
」
を
要
望
し

た
。各

中
隊
は
「
優
勝
」
を
勝
ち
取
る
た
め
日
々

練
成
し
た
射
撃
予
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮

し
、
一
弾
、
一
弾
に
全
神
経
を
傾
注
し
て
、
中

隊
の
名
誉
を
か
け
て
戦
っ
た
。

そ
の
結
果
、
第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊
が
大

隊
持
続
走
競
技
会
に
引
き
続
き
、
二
年
ぶ
り
に

奪
還
し
て
、
見
事
「
優
勝
」
を
飾
っ
た
。

大
隊
は
、
本
競
技
会
に
お
い
て
、
小
銃
装
備

者
全
員
の
射
撃
能
力
を
確
認
し
、
じ
後
の
射
撃

訓
練
の
資
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

◆
大
隊
射
撃
競
技
会

厳正な審査の結果１４点の優秀作品を団に上申

品川大隊長への選手宣誓

第317共通教育中隊が見事優勝



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今

年
で
、
三
十
六
歳
に
な
り
自
衛
隊
に
入

隊
し
て
二
回
目
の
年
男
に
な
り
ま
す
。

一
回
目
で
あ
る
年
男
当
時
は
陸
曹
候
補
生

で
陸
曹
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。

当
時
目
指
し
て
い
た
陸
曹
像
は
、
「
戦
技
に

熟
達
し
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る
陸
曹
」
で
し

た
が
、
現
在
の
自
分
を
見
て
み
る
と
決
し
て

「
尊
敬
さ
れ
る
陸
曹
」
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」
と
申
し
ま

す
が
今
年
は
年
男
と
い
う
こ
と
も
あ
り
今
一

度
、
心
を
入
れ
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
私
は
教
育
隊
の
助
教
と
い
う
こ
と

も
あ
り
「
自
分
を
磨
い
て
隊
員
に
見
せ
る
」

と
い
う
活
模
範
を
示
す
立
場
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
中
堅
陸
曹
と
し
て
の
任
務
を
理
解
し

自
ら
を
鍛
え
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
る
様

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第１２号 か け は し 平成２４年１月１日発行（６）

「
年
男
新
年
の
抱
負
」

第
四
陸
曹
教
育
隊

普
通
科
教
育
中
隊

一
等
陸
曹

山
﨑

康
由

私
に
と
っ
て
今
回
で
三
回
目
の
年
男
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
最
初
に

思
っ
た
こ
と
は
、
私
も
今
年
で
三
十
六
年
目
、

「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
最
近
自
分
の
事
を

き
ち
ん
と
振
り
返
る
事
が
な
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
を
機
に
抱
負
と
し
て
三
つ
の
事
を
心
掛

け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
常
に
周

り
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
二
つ

目
は
、
公
私
共
に
両
立
す
る
こ
と
。
三
つ
目

は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
感
情
的

に
な
ら
ず
、
常
に
冷
静
を
保
つ
よ
う
心
掛
け

る
こ
と
で
す
。

去
年
の
九
月
に
は
待
望
の
第
一
子
が
誕
生

し
、
私
も
一
人
の
親
と
い
う
存
在
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
こ
の
抱
負
を
念
頭
に
お
い

て
自
分
の
更
な
る
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

「
年
男
新
年
の
抱
負
」

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
二
中
隊

三
等
陸
曹

上
田

光
昭

二
十
歳
を
過
ぎ
る
と
あ
っ
と
い
う
間
と
よ

く
耳
に
し
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
な

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
十
二
年
間
は
公

私
共
に
慌
し
い
日
々
で
し
た
が
非
常
に
充
実

し
た
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
結
婚
に
始

ま
り
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
、
各
種
教
育
訓
練
、
転
属

等
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
家
族
も
増
え
賑
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

教
育
部
隊
に
転
属
し
て
第
一
期
か
ら
第
四

期
ま
で
の
一
般
陸
曹
候
補
生
の
教
育
に
携
わ

り
ま
し
た
が
毎
年
教
育
の
難
し
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
教
育
を
通
じ
新
隊
員
や
各
班
長

か
ら
得
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
度
に
自
分
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
教
育
だ

け
で
な
く
日
頃
の
勤
務
、
訓
練
で
も
指
導
・

助
言
を
頂
き
良
き
上
司
と
同
僚
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

教
わ
る
側
か
ら
教
え
る
側
に
な
り
、
自
分

に
与
え
ら
れ
た
任
務
は
重
要
で
す
が
基
本
・

基
礎
を
怠
る
こ
と
な
く
、
自
身
と
誇
り
を
持

ち
信
頼
さ
れ
る
人
を
目
指
し
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
年
男
新
年
の
抱
負
」

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
三
三
二
共
通
教
育
中
隊

二
等
陸
曹

塀
内

新
司

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
は
、
東
日
本
大
震
災
を
初
め
と
す
る

大
き
な
災
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。
災
害
派
遣

を
含
め
自
衛
隊
の
任
務
の
重
要
性
が
一
段
と

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
私
は
第
四
陸
曹
教
育
隊

に
お
い
て
戦
闘
に
最
終
の
決
を
与
え
る
普
通

科
の
陸
曹
を
育
成
す
る
普
通
科
教
育
中
隊
で

勤
務
す
る
唯
一
の
輸
送
科
職
種
隊
員
で
あ
り

ま
す
。

中
隊
で
の
職
務
は
、
中
隊
本
部
補
給
陸
曹

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
日
々
色
々
と
学
ぶ
こ

と
も
多
く
、
忙
し
い
中
、
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
目
標
は
、
「
初
心
を
忘
れ
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
小
さ
な
業
務
を
積
み
重
ね

る
こ
と
の
大
切
さ
、
重
さ
を
感
じ
つ
つ
、
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
職
場
に
お
い
て
充
実
し
た
仕
事
を
す

る
に
は
、
や
は
り
家
庭
の
支
え
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
、
我
が
家
は
、

私
、
妻
、
次
男
と
辰
年
の
年
男
、
年
女
が
三

人
揃
い
ま
し
た
、
辰
年
三
人
プ
ラ
ス
長
男(

寅

年
）
の
家
族
が
、
お
互
い
に
支
え
あ
い
な
が

ら
公
私
共
に
充
実
し
た
楽
し
い
一
年
を
過
ご

せ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
年
男
新
年
の
抱
負
」

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
三
一
六
共
通
教
育
中
隊

二
等
陸
曹

永
田

友


